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学校施設の改修と体育施設空調
令和7年9月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「学校施設の改修と体育施設空調」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマ
の発言です。

○１０番（崎尾亮介） ［登壇］

まず、学校施設についてです。今年度、学校施設の改修計画は国からの内示が得られず、事業は実施できませんでした。従

来型の長寿命化を中心とした進め方にも限界が見えつつあり、国の方針転換によっては、今後さらに採択が困難になる可能

性もあります。一方で、学校施設は教育の場にとどまらず、災害時には地域の防災拠点として重要な役割を担います。しか

し現状では、体育施設に空調設備が未整備であり、また、避難所周辺のインフラ整備にも視点が欠けていると考えています。

そこで、２点質問いたします。令和７年度に不採択となった石井小学校、南部中学校の改修計画について、市はどのような

代替方針を考えているのかお伺いします。次に、市内全小中学校において、屋内体育施設には空調設備が未設置です。猛暑

対策や避難所としての機能を考えれば早急な整備が必要です。空調設備整備臨時特例交付金の活用を含め、どのように推進

されるのかお伺いいたします。

○教育次長（衣笠雄司） ［登壇］

私からは、学校施設についてお答えいたします。初めに、学校施設の今後の改修計画でございます。議員御案内のとおり、

本年度の学校施設長寿命化計画に基づく事業としまして、令和７年度から令和８年度までの２か年計画で、石井小学校教室

棟と南部中学校管理教室棟の大規模改修の実施を予定しておりましたところ、国の学校施設環境改善交付金について、現時

点での内示段階において、不採択となっている状況でございます。両校の今後の改修計画につきましては、石井小学校の教

室棟は昭和５７年、南部中学校管理教室棟は昭和５６年に建築され、いずれも４０年以上経過した建物となっており、屋根

の防水塗装や外壁改修及び断熱処理や内部の美装化など、建物の健全化のほか、照明のＬＥＤ化、トイレの洋式化など児童

生徒の生活環境の改善を図るために必要な事業であると考えております。また、今年度の国の交付金につきましては、全国

的に不採択となっている事業が多いことから、首長で組織する全国公立学校施設整備期成会や全国都道府県教育長並びに教

育委員協議会などが、国へ財源確保の要望を行っているところでもあります。本市におきましても、引き続き事業の採択に

向け、国へ要求してまいりたいと考えております。

○教育次長（衣笠雄司） ［登壇］

次に、屋内体育施設の空調設備設置方針についてでございます。先ほど１５番議員の御質問にもお答えいたしましたように、

国は、令和６年１２月に補助率を２分の１とし、残りの２分の１には、元利償還金へ交付税が５０％措置される地方債を充

当できる空調設備整備臨時特別交付金を創設し、子供の学習、生活の場であるとともに、災害時の避難所として利用される

体育館への空調設備の設置を推進しております。さらに、令和７年度からは、体育館の空調設備のための光熱費に対して交

付税措置を行うことも示されたところでございます。本市におきましても、これまで実施してきた普通教室や特別教室だけ

でなく、夏場の学校活動におけるリスク回避の観点も踏まえ、屋内運動場への空調設備の整備についても検討を急ぐ必要性

が生じていると考えており、関係各課と検討を進めている状況でございます。私からは以上でございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

続いて、学校施設について再質問させていただきます。長寿命化計画は建物を長く使うことが目的であり、命を守る耐震と

は性質的に異なることと、急速な少子化の進行により、来年度以降も国が長寿命化を否定的な姿勢を取り続ける可能性があ
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ります。市独自の対応をどのように考えているのかお伺いいたします。

○教育次長（衣笠雄司） ［答弁］

これまでの学校施設の長寿命化、それからトイレや空調の更新、照明のＬＥＤ化等につきましては、御案内の学校施設環境

整備改善交付金、こちらのほうを活用して実施をしてきたところでございます。この交付金といいますのは、対象経費の３

分の１を国が負担する制度でございまして、例えば大規模改修でいいますと、本市では大体３億円から５億円程度、規模に

よりますがかかりますので、交付金の額も１億円から１億数千万円を予定しているものでございます。そのため、この交付

金なしに市単独でこれまでどおり実施することは、予算の確保の観点からも困難と考えております。一方で４０年を超える

施設の長寿命化、直接的には命にということで御紹介ではございましたけれども、ただ、先ほど１５番議員からありました

ように外壁等のことも考えますと、安全性としては十分に児童生徒の安全性を確保するためには必要な事業であると考えて

おりますし、内装等の整備につきましては、よい環境で学校生活を送っていただく生活環境整備という観点からも、とても

必要な事業だと思っております。ですので、国のほうでの優先度とかもあるのかもしれませんけれども、市といたしまして

は、引き続きこの事業の予算確保には、国のほうに努めていただきたいということで、強く求めていきたいというふうに考

えております。以上でございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

ぜひお願いいたします。

次に、教育長にお伺いします。現在、夏季になると気温が上がり、子供たちが運動できない状況があります。休み時間も教

室にいることを強いられ、体を動かすことが制限されていると聞いております。運動能力、身体的健康という点でも、早急

に空調設備を整備し運動機会を確保することは急務だと考えますが、教育長の考えをお聞かせください。

○教育長（江嶋久典） ［答弁］

猛暑の時期はどうしても、児童生徒の外遊びという面からも運動の機会の確保がどうしても制限されているというふうには

思っております。したがいまして、学校での運動機会の確保というのは非常に重要だと思っておりまして、現在も夏場の学

校体育等の実施については、各学校での活動内容や活動方法を工夫するなどして、安全対策には十分配慮しながら取り組ん

でおりますし、これからも取り組んでいく必要があると思っております。今回の１学期の学校体育授業の状況等を見てみま

すと、水泳の授業だけではなくて、屋外を屋内運動場に切り替えての体育の実施というのも試みられております。学校から

の聞き取りによりますと、暑さ指数によって全く屋内運動場が使えない状況ではなかったということではございますけれど

も、このように日田市が猛暑日の連続で大きく取り上げられている中にありましては、屋内運動場での体育活動の実施等に

ついても、暑さ指数が運動を制限しなければならないような指数に達していなくても、本市の場合は、熱中症のリスクは非

常に高くなるというふうに学校とも共有しているところでございます。それから、夏場の体育授業などがプールということ

だけに限定されてしまうと、やはり子供たちの活動の幅も広がっていかないということがありますし、特に学級数が一定規

模あるような学校について、例えば最も暑い時期の授業を避けたりということを考えたりした場合には、日課表の組み方も

非常に学級、学年で競合してしまうわけでして、非常に難しいというところも出てきます。その中で、安心して屋内運動場

も学校活動の選択肢として、夏季にも安心して使えるという状況になってきますと、学校にとりましても、非常に選択肢が

広がっていいことではないかなというふうには思っております。したがいまして、夏季の学校体育を含めた児童生徒の学校

生活における屋内運動場の安心利活用という学校教育の観点からも、空調設備の設置に向けては検討を引き続き進めてまい

ります。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

先ほどもございましたように、現在、市内ほとんどの小中学校が避難所に指定されております。それは臨時特例交付金の要
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件を満たしていることにもつながります。しかし、避難所として空調が未整備だったりとして、十分なものとは言えません。

学校を避難所に指定している以上、防災拠点として機能強化は不可欠です。生徒数が減少している学校であっても各地区に

存在するので、防災拠点として存続、整備する方針が必要ではないでしょうか。さらに学校施設だけでなく、周辺環境、道

路、水路等の安全性も考慮すべきです。実際に小学校周辺の道路が冠水し、災害時の児童引渡しが困難となった事例もあり

ます。避難所の機能を守るために、周辺インフラの安全確認を含めた計画を立てるべきと考えますが、総務企画部長の考え

をお聞かせください。

○総務企画部長（宮﨑和昭） ［答弁］

議員から御指摘のありましたとおり、防災拠点としての機能の強化は必要と考えております。一方で、周辺環境となります

道路や治水、建物の整備など、それぞれの整備事業の中で取り組んでいくものとなりますことから、より適切な避難所の指

定などにつきましても、地域の皆様と協議をしながら進めてまいりたいというふうに考えております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

避難所として指定する以上、周辺インフラ、例えば避難している途中に災害に遭われたとかというのが、一番本末転倒だと

思うので、そういった視点も持っていただけたらと思うところでございます。教育次長にお伺いします。老朽化が著しい施

設について、個別に優先度を判断して対応する必要があると考えます。具体的に対応を予定している施設はあるのでしょう

か。また、特にトイレについては、衛生面からも早急な改善が求められると考えておりますが、整備計画についてお示しい

ただきたいです。

○教育次長（衣笠雄司） ［答弁］

お尋ねの老朽化につきましては、基本的には長寿命化計画の中で推進することとしております。トイレ等につきましても、

大規模改修に併せ、なるべく一緒に行わせていただくことで経費の節減等にも努めているところでございます。ただ、長寿

命化計画が既に終わっているところですとか、今後が遠いところにつきましても、トイレ単体だけとかではなくて複合的に、

照明のＬＥＤ化ですとか美装化の部分的にバリアフリートイレを造ったりだとか、そういったのを併せて、なるべく補助対

象にはある程度一定の条件がありますので、なるべくそういった総事業費の効率化と併せて、補助金の対象も併せて計画を

立てているところでございます。ただ、この計画以外に突発的に起こったり、緊急的に対応が必要となる場合もございます

ので、こういったところにつきましては部分的に行うこともございます。いずれにいたしましても、今後の交付金の状況と

いうことでの御質問でございますが、あった場合には新たな計画もあろうかと思いますが、今のところそういったところを

計画的に行う中で、ただし緊急的なもの、それから早急に行う必要が出たものについては、個別に判断してまいりたいとい

うふうに考えております。以上でございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

今年一年分、改修が遅れているので、柔軟な対応をお願いいたします。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

最後に市長にお伺いいたします。お金がないから、予算がないから仕方ないという理由で、子供たちが不十分な教育環境の

被害を受けていいとは私は思いません。ただ、日田市内全ての施設がそうであるというわけでは当然ないです。教育施設の

物理的環境は決して十分とは言えず、とりわけ体育施設の空調未整備やトイレの不衛生さは深刻です。市長はこの現状をど

のように考えているのかお聞かせください。
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○市長（椋野美智子） ［答弁］

学校施設につきましては、児童生徒が安心して学習に取り組む環境を整備していくために、計画に基づいて適切な時期に改

修していくことが必要だと考えております。学校は施設規模が大きく、また数も多いために、改修には多くの費用が必要と

なりますことから、これまでも国の交付金を活用しながら実施してきたところでございます。そのような中、今回、交付金

の内示がなく、学校施設の改善が遅れることにつきましては、私としても大変遺憾に思っております。部長が答弁申し上げ

ましたとおり、全国公立学校施設整備期成会などを通じて、国へ財源確保の要望を行っているところであり、引き続き事業

採択に向け、市としても文部科学省などに働きかけてまいります。仮に、今後も交付金の採択がない場合には、大規模改修

は困難となりますが、御指摘のエアコンやトイレ改修などを含め、緊急性のあるものや優先度の高いものなどにつきまして

は、臨時特例交付金や市債などの活用も含め、何らかの方法が取れないか検討してまいりたいと思います。日本一暑い日田

で暑さ対策が十分進んでいないということは、私も問題意識を持ち、今年、学校ではございませんが、すぐにできる対策と

して、中城体育館等にスポットクーラーを設置、またパトリア２階の学習スペースの確保などもいたしました。また、高齢

者の熱中症対策としてのエアコン補助の補正予算を今定例会にお願いしているところでございます。議員御指摘の小中学校

の体育館のエアコンにつきましては、既に部長も答弁申し上げましたように、設置に向けた検討を行うように指示を出して

おりますので、財源確保策や設置に向けた課題整理など、関係課において協議を始めております。改めて検討を急ぐように、

再度指示をいたします。


